
ろうきんの理念
　ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協同組織の
福祉金融機関です。

　ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文化
にかかわる活動を促進し、人々が喜びをもって共生でき
る社会の実現に寄与することを目的とします。

　ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加による団体
を会員とし、そのネットワークによって成り立っています。

　会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、運動と
事業の発展に努めます。

　ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営
に徹して会員の信頼に応えます。

コンプライアンス態勢の確立
　当金庫では、コンプライアンス経営の実践を経営の
基本姿勢として明確にするとともに、責任ある経営体制
の整備・監視機能の強化等をとおして法令等遵守態勢を
確立し、引き続き、役職員の法令等遵守意識の醸成を図っ
ています。

金融円滑化の取り組み
　当金庫は、地域の中小企業並びに住宅資金等の借入を
個人でご利用いただいているお客様の貸付条件の変更等
のご相談などに迅速かつ適切に対応するため、基本方針
や態勢整備を定め、役職員一同、全力を傾注して取り組
んでいます。

■ 表示方法等について
1．上半期決算については、法定されておりませんので、会計監査人監査の対象となっ
ておりません。

2．各表に表示した金額は、特段のことわりがない限り、単位未満の端数を切り捨てて
記載しています。

3．合計と内訳がある場合は、それぞれ切り捨てて記載していますので、合計と内訳の
計が一致しない場合があります。

4．比率は小数点第3位を切り捨てし、第2位まで記載しています。
５．その他
 「ー」：該当数値がない場合、「0」：単位未満の数値がある場合、「△」：マイナス値
の場合を表示しています。
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　2011年3月11日に発生した東日本大震災より2年6ヶ月以上
が経過しましたが、今もなお地震・津波被害や原発事故等からの復旧・
復興にご尽力されているみなさまには深く敬意を表します。
　当金庫では、今後も常に被災地の状況把握に努め、被災された方々
や被災地域を支援する取り組みを継続してまいります。

　店舗については、富岡支店が現在においても原発事故による避難地域に
指定されていることから、平支店内で営業を行っております。
　自動機については、富岡支店「外壁ＡＴＭ」が稼動を休止しておりますが、
石巻支店「本草園出張所（ＡＴＭ）」は「日本製紙石巻工場前出張所（ＡＴ
Ｍ）」として、2013年4月26日より再稼動することができました。
　その他の店舗および自動機については、通常通り営業・稼動しております。

(1) 低金利の「特別災害ローン」の取り扱い
	 　東日本大震災、原発事故で被災された方の生活再建および復旧を支
援するため、特別災害ローンを取り扱っております。

大きな支援の輪で東北に元気を！
東日本大震災への取り組みについて

1. 店舗および自動機の復旧状況

2. 被災された方々を支援する取り組み

特別災害ローン（無担保）
お使いみち 生活再建および復旧に必要な資金としてご利用いただけます。

受付期間 2016年3月末までの申込受付・実行分まで

金 利 固定　年0.80％（保証料は別途お客様負担となります。）

実績（累計） 4,654件　8,919,320千円（2013年9月30日現在）

特別災害ローンⅡ（無担保）

お使いみち

生活再建および復旧に必要な資金と当金庫でご利用中の「マ
イカーローン、無担保住宅ローン、教育ローン」を一本化す
る資金としてご利用いただけます。なお、他行や信販会社等
でご利用されている「自動車ローン」との一本化も可能となっ
ております。

受付期間 2016年3月末までの申込受付・実行分まで

金 利 固定　年1.50％（保証料は別途お客様負担となります。）

実績（累計） 386件　1,063,900千円（2013年9月30日現在）
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（2）復興支援助成金制度の取り組み
	 　2012年度より、東北6県に主たる事務所を有しているＮＰＯ団体や
ボランティア団体等で、大震災からの復旧・復興・被災者支援について
顕著な功績をあげている団体に対し、計300万円の助成金を提供する
ことで活動を支援しております。2013年度は、2013年 10月1日〜
11月20日の期間で募集し、支援先を選定することとしております。

(3）復興支援景品の取り扱い
	 　創立 10周年記念として実施している「積立型預金キャンペーン
（2013年4月〜12月）」「サマーキャンペーン（2013年6月〜7月）」
「プレミアムキャンペーン（2013年 10月〜 12月）」において、「東
北復興支援企画」を組み込んだカタログギフトを抽選景品として採用
し、被災地域に所在するメーカーの商品や生産されている商品を選べ
るようにしました。

(4）住宅ローン（有担保）をご利用いただいているお客様への負担軽減対応
	 　大震災により住宅が半壊・大規模半壊・全壊となった方、または、
原発事故によりローン対象物件である自宅が避難地域等となっている
お客様へ、ご利用中の住宅ローンの年度末残高0.3%相当額を年1回
（2012年〜2014年の3年間）、お客様の普通預金口座へキャッシュ
バックしております。なお、2013年（2012年度分）については、
総額98,752,217円のキャッシュバックを実施いたしました。

（5）二重ローン問題への対応
①大震災の影響によりご利用中の住宅ローン等の返済が困難となった
お客様について、専担者を配置し「個人債務者の私的整理に関する
ガイドライン」に沿った債務整理等に関するご相談を受け付けてお
ります。
②私的整理ガイドライン運営委員会等が主催の「個人版私的整理ガイ
ドライン（被災ローン減免制度）無料相談会」について、2013年
度は9月30日までに宮城・岩手・福島で計6回開催され、いずれ
も当金庫として共催しました。
③被災県が実施している二重ローン対策事業に対し、当金庫として積
極的な支援を行っております。　

（6）振込手数料の免除対応
	 　会員団体等がろうきんに開設している義援金振込口座へのお振込に
ついて、窓口振込手数料の免除対応を行っております。

（7）震災遺児進学支援金の取り組み
	 　お客様の預金口座からの口座振替により行う、あしなが育英会「東
日本大地震・津波遺児募金」を受け付けております。

特別災害ローン（不動産担保）

お使いみち 生活再建および復旧のための住宅関連資金としてご利用い
ただけます。

受付期間 2016年3月末までの申込受付・2016年9月末実行分まで

金 利

固定金利選択型　3年　0.80％
固定金利選択型　5年　1.05％
固定金利選択型	10年　1.30％
※保証料は別途お客様負担となります。なお、団体会員の間接構成員
の方は当金庫が負担いたします。

実績（累計） 921件　18,665,770千円（2013年9月30日現在）

3



0

11,000

12,000

13,000

15,000

14,000

17,000

16,000

（　）内は平均残高です。

（単位：億円）
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預金・貸出金の動向

　預金残高は、上半期505億円増加し、1兆6,622億円となりました。
　復興需要に伴う住宅再建等の払戻しもありましたが、引続き流動性預金を
中心に増加したほか、退職者向け定期預金が増加したことなどによります。

預　金 （譲渡性預金を含む）

貸出金
　貸出金残高は、上半期 47億円増加し、1兆 651億円となりました。
　ローンセンター拡充や住宅着工の増加等により、住宅ローンや無担保
ローンの新規実行額が昨年実績を上回り、これまでの減少傾向から増加に
転じました。

　当金庫の2013年度上半期（2013年４月１日から
2013年9月30日）における経営内容についてお知らせ
いたします。
　半期開示については、法定されておりませんが、直
近の経営内容を広くみなさまに知っていただくために
自主的に行うものです。

2012年3月末

15,616
（15,481）

2013年9月末

16,622
（16,603）

2013年3月末

16,117
（16,095）

2012年9月末

16,040
（16,070）

2013年9月末

10,651
（10,610）

2013年3月末

10,603
（10,626）

2012年9月末

10,588
（10,612）

2012年3月末

10,656
（10,726）

4



（単位：百万円、％）

１.１２％

リスク管理債権
比率

⬅破綻先債権　0.06％

⬅3ヵ月以上延滞債権　0.04％

⬅延滞債権 1.00％

（注）金額については、単位未満を四捨五入して表示しています。したがって、内訳合計と合計欄が一致
しない場合があります。

資産内容の開示

有価証券の時価情報

　総貸出金残高に占めるリスク管理債権額の割合は、2013年9月末現在
で1.12％となっております。

（単位：百万円）

リスク管理債権の状況

金融再生法ベースの債権区分による開示

売買目的有価証券

破 綻 先 債 権

延 滞 債 権

3 カ 月 以 上 延 滞 債 権

貸 出 条 件 緩 和 債 権

合 計

貸 出 金 残 高

リ ス ク 管 理 債 権 比 率

839

11,194

449

ー

12,483

1,060,376

1.17

740

10,663

532

ー

11,936

1,065,153

1.12

2013 年 3月末項　　目 2013年 9月末

（単位：百万円、％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

合 計

保 全 額

保 全 率

正 常 債 権

3,689

8,601

450

12,740

12,446

97.69

1,050,137 

3,291

8,359

533

12,183

11,900

97.67 

1,055,157

2013 年 3月末項　　目 2013年 9月末

2013年 3月末

貸借対照表
計上額

当期の損益に
含まれた評価差額

貸借対照表
計上額

当期の損益に
含まれた評価差額

2013 年 9月末

売買目的有価証券

貸出金

－ － － －

（単位：％）
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　自己資本比率は、金融機関の経営の健全性を判断する指標の一つで、当金
庫の2013年9月末の数値は、9．61％となりました。
　国内基準である4％を大きく上回っています。

損益の状況
　業務純益は、金融機関本来の業務活動（資金の運用・調達、サービス
の提供等）によって得られた利益で、当期は25億37百万円となり、前年
同期比で5億59百万円の増益となりました。
　これは、前年度から労金連配当金が約2億円、団信保険配当金も約2億
円増加したほか、有価証券売買に係る損益が前年度は全体で56百万円の
収益だったものが当期は10億24百万円になったことなどによります。な
お、貸出金利息は7億90百万円、預金利息は2億65百万円、それぞれ前年
同期比で減少しています。
　業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券による損益を除いたコア業
務純益は15億13百万円となり、前年同期比で4億8百万円の減益となりま
した。貸出金利息の減少が大きく影響しています。
　上半期の事業活動の成果を示す経常利益は26億87百万円となり、前年
同期比で7億45百万円の増益となりました。
　なお、山形労信協支援に係る引当金について残余財産の整理により損
失が発生しない見込となったことから２億80百万円を取崩しました。
　経常利益に特別に発生した利益・損失を加減した税引前当期純利益は
26億72百万円で、それに法人税等を控除した当期純利益は18億70百万
円となり、前年同期比で5億27百万円の増益となりました。

（注）当金庫では、9月期決算を法定されていませんが、内部規程に基づき、3月末本決算に準じた仮決算
を行っています。上記9月末の自己資本比率は、この仮決算結果に基づいて算定した概算値です。 
なお、銀行等の自己資本比率規制の一部を弾力化する特例により、2009年3月期からは有価証券の評
価損を、自己資本の基本的項目(Tier１)から控除しないこととされています。また、「Tier１比率」とは、自
己資本比率算定上の基本的項目の合計額を、自己資本比率算定上の分母額で除した百分率です。
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自己資本比率 （単体）

　自己資本比率は、金融機関の経営の健全性を判断する指標の一つで、当金
庫の2013年9月末の数値は、9．61％となりました。
　国内基準である4％を大きく上回っています。

損益の状況
　業務純益は、金融機関本来の業務活動（資金の運用・調達、サービス
の提供等）によって得られた利益で、当期は25億37百万円となり、前年
同期比で5億59百万円の増益となりました。
　これは、前年度から労金連配当金が約2億円、団信保険配当金も約2億
円増加したほか、有価証券売買に係る損益が前年度は全体で56百万円の
収益だったものが当期は10億24百万円になったことなどによります。な
お、貸出金利息は7億90百万円、預金利息は2億65百万円、それぞれ前年
同期比で減少しています。
　業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券による損益を除いたコア業
務純益は15億13百万円となり、前年同期比で4億8百万円の減益となりま
した。貸出金利息の減少が大きく影響しています。
　上半期の事業活動の成果を示す経常利益は26億87百万円となり、前年
同期比で7億45百万円の増益となりました。
　なお、山形労信協支援に係る引当金について残余財産の整理により損
失が発生しない見込となったことから２億80百万円を取崩しました。
　経常利益に特別に発生した利益・損失を加減した税引前当期純利益は
26億72百万円で、それに法人税等を控除した当期純利益は18億70百万
円となり、前年同期比で5億27百万円の増益となりました。

（注）当金庫では、9月期決算を法定されていませんが、内部規程に基づき、3月末本決算に準じた仮決算
を行っています。上記9月末の自己資本比率は、この仮決算結果に基づいて算定した概算値です。 
なお、銀行等の自己資本比率規制の一部を弾力化する特例により、2009年3月期からは有価証券の評
価損を、自己資本の基本的項目(Tier１)から控除しないこととされています。また、「Tier１比率」とは、自
己資本比率算定上の基本的項目の合計額を、自己資本比率算定上の分母額で除した百分率です。
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　当金庫で保有する子会社・子法人等株式および関連法人等株式について
は、時価を把握することが極めて困難と認められるため、下記「時価を把
握することが極めて困難と認められる有価証券の主な内容および貸借対照
表計上額」に記載しております。

子会社・子法人等株式および関連法人等株式

（単位：百万円）

満期保有目的の債券

差額時　価貸借対照表計上額
－
－
－
－
4
4
－
－
－
－

△ 21
△ 21
△ 17

－
－
－
－

1,004
1,004
－
－
－
－
978
978
1,982

－
－
－
－

1,000
1,000
－
－
－
－

1,000
1,000
2,000

差額時　価種類

合　計

貸借対照表計上額
－
－
－
－
1
1
－
－
－
－

△ 30
△ 30
△ 29

－
－
－
－

1,001
1,001
－
－
－
－
969
969
1,970

－
－
－
－

1,000
1,000
－
－
－
－

1,000
1,000
2,000

2013 年 9月末

（単位：百万円）

その他有価証券

（単位：百万円）

時価を把握することが極めて困難と認められる
有価証券の主な内容および貸借対照表計上額

2013 年 9月末2013年 3月末項　　　目
315315
－－
1414
329329

（注）1. 時価は、2013年9月末における市場価格等に基づいています。
2. 社債には、政府保証債、公社公団債、金融債、事業債が含まれます。
3. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

（注）1. 貸借対照表計上額は、2013年9月末における市場価格等に基づく時価により計上したものです。
2. 社債には、政府保証債、公社公団債、金融債、事業債が含まれます。
3. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

時価が貸借
対照表計上
額を超える
もの

時価が貸借
対照表計上
額を超えな
いもの

差額取得原価貸借対照表計上額
－

5,445
5,318

0
－
127
6

5,452
－
△ 0
－
－
－
△ 0
－
△ 0
5,451

－
191,601
169,871

30
－

21,700
2,000

193,601
－

1,100
－
－
－

1,100
－

1,100
194,701

－
197,046
175,189

30
－

21,827
2,006

199,053
－

1,099
－
－
－

1,099
－

1,099
200,153

差額取得原価種類

合　計

貸借対照表計上額
－

13,197
13,059

0
－
137
－

13,197
－
△ 3
△ 0
－
－
△ 3
△ 4
△ 8

13,189

－
320,898
300,638

160
－

20,100
－

320,898
－

5,621
5,121
－
－
500
2,000
7,621

328,519

－
334,096
313,698

160
－

20,237
－

334,096
－

5,617
5,121
－
－
496
1,995
7,612

341,708

2013 年 9月末

国　　債
地 方 債
短期社債
社　　債

国　　債
地 方 債
短期社債
社　　債

貸借対照表
計上額が取
得原価を超
えるもの

貸借対照表
計上額が取
得原価を超
えないもの

2013 年 3月末

子 会 社 ・ 子 法 人 等 株 式
関 連 法 人 等 株 式
非 上 場 株 式

合　　　計

国 債
地 方 債
短期社債
社 債
そ の 他
小 計
国 債
地 方 債
短期社債
社 債
そ の 他
小 計

株 式
債 券

そ の 他
小 計
株 式
債 券

そ の 他
小 計

2013 年 3月末
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東北ろうきん創立10周年記念事業
（取組期間：2013 年 4 月〜 2014 年 3 月）

　東北ろうきんは、2013 年 10 月 1 日に創立 10 周年を迎えることができ
ました。この節目を機に、下記のコンセプトを柱とした「東北ろうきん創立
10 周年記念事業」を実施しております。当金庫の発展にご尽力いただいた
会員のみなさまをはじめとするお客様への感謝を表すとともに、福祉金融
機関としての役割を発揮していくため各種事業を取り組んでおります。

創立10周年を期に、支えていただいたお客様への感謝の気持ちを
様々な事業として実施しております。

感謝の気持ち  歴史の重みを共有  福祉金融機関の
役割発揮

知名度アップ
（ブランド化）

創立10周年記念事業コンセプト

どんなときも、そばに。 それが、ろうきん。 

 東北ろうきん 誕生から 10 年 
支えていただいたみなさまに感謝の気持ちを

お伝えします 
東北の明るい未来に向かって 

これからもみなさまと共に歩んでいきます 

シンボルマーク  キャッチフレーズ 

メインスローガン

《創立10周年記念 /個別事業概要のご案内》

お客様への感謝をカタチに
創立 10周年記念キャンペーン
東北ろうきんを支えてくださったお客様への
感謝として、各種キャンペーンを実施しており
ます。

2013年 4月～12月
10周年記念積立型預金キャンペーン

2013年 6月～7月
10周年記念サマーキャンペーン

2013年 10月～12月
10周年記念プレミアムキャンペーン

みなさまに支えられた10年、東北ろうきんが創
立してからの歩みを綴ることで、これからの歩み
につなげていきます。

東北ろうきんの歴史を発信
１０年のあゆみ制作

10周年の記録

感謝の気持ちを込めて
創立 10周年記念祝賀会

シンボル事業として、会員のみなさまに10年間の
感謝と東北ろうきんのこれからをお伝えしました。

2013年 10月10日（木）

開催場所／仙台市・江陽グランドホテル

将来に向けた資産形成のお手伝い
ライフプランセミナー

「ライフプランニング」をテーマとし、セミナーを
東北６県で開催しました。

○実施時期／7月～10月
○講師／消費生活アドバイザーの山崎俊輔氏

20代から始めるバラ色老後のデザイン術

人と人、心と心をつなぎ新たな飛躍へ

会員のみなさまとの協働の取り組みにより《ろうき
ん》と《お客様》と《被災地》をつなぎ、10年の感
謝と「東北が一つであること」を発信しました。

① つながろう! 東北一周キャラバン
 6月 10日（月）～19日（水）

② 震災から学び、復興を応援するバスツアー企画
 6月 23日（日） 被災 3県の被災地6コース
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　2013 年 6 月 10 日から 6 月 19 日までの期
間、プロジェクトカーで東北各県の県庁所在地
店舗および被災地店舗をつなぐ、東北一周キャ
ラバンを実施しました。（計 18 店舗、走行距
離 1,640km）
　各県繁華街を中心に創立 10 周年の PR 活動
を展開するとともに、被災地店舗には全店からのメッセージを届けました。訪
問した店舗より、それぞれ趣向をこらした歓迎を受け、到着セレモニーには各
店推進委員会等の役員のみなさまにもご参加いただきました。

　岩手・宮城・福島の被災地 6 カ所において、
復興応援バスツアーを実施し、ろうきんと
会員の協働の取り組みとして計 184 名の参
加をいただきました。
　参加者からは、「被災地の実態を肌で感じ
ることができた」「このツアーでなければ聞
けない話しが聞けた」など、ご好評をいた
だきました。

　2013 年 10 月 10 日、仙台市の江陽グラ
ンドホテルにおいて、自治体や労働団体、会
員等総勢 465 名の出席のもと「東北労働金
庫創立 10 周年記念祝賀会」を開催しました。
　創立 10 周年を迎えられたことへの感謝を
表し、東北ろうきんのこれからの歩みを確認
する場とすることができました。
　また、祝宴においては、被災地の食材を使用した料理が振る舞われるとともに、
被災地を中心に活動を続ける「石巻スコッパーズ」によるスコップ三味線と民
謡歌手庄司恵子さんのパフォーマンスが披露され、出席者全体で東北の復興を
願いました。

　2013 年 7 月から 10 月にかけ、東北 6 県
各地で「ライフプランセミナー」を開催し、計
562 名のご参加をいただきました。消費生活ア
ドバイザーの山崎俊輔氏を講師に迎え、「20 代
から始めるバラ色老後のデザイン術」をテーマ
に、公的年金制度から資産運用方法まで幅広い
内容となりました。

　参加者からは「初めて聞く話しばかりで参考になった。」「今の生活を見直す
きっかけとなった。」など、ご好評の声をいただきました。

　東北ろうきんの創立 10 周年を記念に、日頃よりご愛顧いただいているお客
様へ感謝の気持ちを込めて、キャンペーンを実施しております。対象取引に応
じて各種景品をご用意し、各キャンペーンの抽選景品には、「東北復興支援企画」
を組み込んだカタログギフトをご用意しております。

　各 6 県労働金庫からの歴史の重みを共有し、これからの労働金庫の歩みにつ
なげていくことを目的に、東北労働金庫の誕生から 10 年間の歴史と出来事を
綴った「10 年のあゆみ」を作成しました。

「つながろう！東北一周キャラバン」の実施（ありがとう！つながろう‼プロジェクト）

「震災から学び、復興を応援するバスツアー企画」の実施（ありがとう！つながろう‼プロジェクト）

「創立10周年記念祝賀会」の開催

「ライフプランセミナー」の開催

「創立10周年記念キャンペーン」の実施

「10年のあゆみ」の制作　

創立10周年記念
積立型預金キャンペーン
2013年 4月～12月

創立10周年記念
サマーキャンペーン
2013年 6月～7月

創立10周年記念
プレミアムキャンペーン
2013年 10月～12月
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　お問い合わせ、その他お取引に関する様々なご相談は、お気軽に最
寄りのろうきん窓口へご連絡ください。
　ホームページにおいて、商品・サービスのご案内や、資料のご請求、ロー
ン返済のシミュレーション、ローン相談日時のご予約などを承っており
ます。ぜひご覧ください。

気になりませんか！？
ろうきんなら

ろうきんのキャッシュカードは、全国のろう
きんATM・CDはもちろん、下記のマークのあ
るATM・CDでご利用いただけます。
※ご利用時間、お取引内容は、キャッシュコーナー
　によって異なります。

【キャッシュカードによるお取引】

0円円
ATMご利用手数料

〈東北ろうきん〉のキャッシュカードで、
銀行・信金など全国の MICS 加盟金
融機関、ゆうちょ銀行、セブン銀行お
よびコンビニエンスストアの ATM・
CD から「お引出し」された際のご利
用手数料を、【時間外】・【土曜日】・【日
曜日】・【祝日】の手数料も含めてご
利用回数分全額キャッシュバック
するサービスです。

7時 23時までOK！

8時 23時までOK！

『セブン-イレブン』や『イトーヨーカドー』等にあるセブン銀行ATMでご利用
いただけます。

『イオン』『マックスバリュ』等にあるイオン銀行ATMでご利用いただけます。

●東北ろうきんのキャッシュカードでお引出しされた場合の手数料
は、7時～19 時は無料です。それ以外の時間帯は所定のご利用
手数料をいったんご負担いただきますが、当月のご利用手数料全
額をまとめて翌月15日にご利用の口座へご入金いたします。

※1月1日～1月3日（2014年は1月1日～1月4日）、5月3日～5月5日（日
曜日と重なる場合はご利用いただけます）を除きます。
●ATMお引出し手数料は、曜日にかかわらずいつでも全ての時間帯で
　無料です。
※ATMが設置されていない地域・店舗もございます。
※ATMにより営業時間が異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※詳しくはお近くのろうきん窓口にお問い合わせください。

全額還元サービス

お引き出し時の利用手数料が

全国のろうきん

入金ネット加盟金融機関

MICS加盟金融機関
コンビニエンスストアのATM

お引出し／ご入金／
残高照会／お振込

お引出し／ご入金／
残高照会

お引出し／ご入金／
残高照会

お引出し／ご入金／
残高照会

お引出し／残高照会

お引出し／残高照会

実質

平日 日曜日
祝日土曜日

平日は

土曜日・日曜日・祝日・12月31日は8時から21時まで

※ご利用手数料はいったんご負担い
ただきますが、当月のご利用手数料
全額をまとめて翌月 15 日にご利用の
口座（カードローン等の場合はご返済
用口座）にご入金いたします。
 対象となるキャッシュカード　
○普通預金 ○カードローン
○生き活きカード ○貯蓄預金

（2013年 9月 30日現在）
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